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下粟津町勢
（平成30年3月現在）（29年3月）

世帯数　565世帯（－5〉（570世帯〉
町民数1，990名（－41）（2，031名）

男子　931名（－29）（960名）

女子1．059名（－12）（1，071名）

下粟津町公民館　TEL44－3123
アドレスsimoawazumachi＠tempo．oc…e．jp

事務局受付時間
月曜日一金曜日　午前9：00一午後1：00
月末土曜日　　午前9：00一午後4：00

（題字は町内会長）

喬襲藩
ホームページ　http：／／ShimOaWa．Sakura．neJP回
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後列（左より）日比野政美・坂本　和裁・河嶋　博之・松山　純一・中田　正次

前列（左より）西田　陸別・小林　尚更・谷敷　敏一・岡山　晃宏・庭園　寅太

町
内
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

町
内
会
長
　
谷
敷
　
敏
一

就
任
早
々
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
対

応
に
不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
　
「
思
い

や
り
の
町
☆
下
粟
津
」
　
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
学
童
へ
の
思
い
や
り
で
す
。
毎

朝
新
幹
線
工
事
関
係
車
両
が
、
た
く
さ
ん

町
内
に
入
っ
て
来
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り

と
学
童
の
交
通
安
全
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
に
、
高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
で
す
。

下
粟
津
に
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

が
4
0
名
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

昨
年
福
祉
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
今
年
も
継
続
し
て
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
町
内
へ
の
思
い
や
り
で
す
。
各

組
要
望
事
項
の
実
現
が
、
明
る
い
町
、
安

全
な
町
、
住
み
良
い
町
作
り
に
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
町
内
会
長
と
し
て
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

思
い
や
り
を
持
っ
て
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ます。
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公　民　館　長岡山　晃宏　町　内　会　長
公民館主事河嶋　博之　町内会副会長

員　　長中田　正次
委　員　長日比野政実
員阪本　義明

II　　　　山内　正幸

II　　　　辻　　正信

Il　　　　鷹　　繁次

II　　　　小寺　俊治

II　　　　林　二三男

Il　　　　申出　雅晴

守橘　　孝三

副　　主　　事亀田　聡
会　　　　　計山本　洋久
総　務　部　長織田　達也
体　育　部　長束　世志晴
文　化　部　長神谷　崇如
女性郡部長井家みゆき

第一輝寿会会長
第二輝寿会会長
親和会会長
壮年会会長
子供会会長
民　生　委　員

II

主任児童委員
生産組合長
消防第11分団団長
防犯交通推進隊隊長

自　主消防隊

北　l　　組山下　理江　北　1　組伊藤　誠一
北　　2　　組乾　　恵美　北　　2　　組麻生　昌敏
乗　　　　　組小乗　快美　東　　　　　組松山　典裕
中　　　　　絶神田　陽子　中　　　　　組堀口　秀夫
西l　の1組表　　淳子　西l　の1組松田　正己
西l　の　2　組本谷　純子　西l　の　2　組　日比野政美

須加　　優
阪本　義明
清水　伸昭
奥村　　久
大野　涼吉
永田　　裕
吉浦　宏一

西　　2　　組

南　1　組

南　2　のl　組
南　2　の　2　組

南　　3　　組

南　　4　　細

面　　5　　組

組宮本　幸穂
組世lii久美子

組東　ひな子
組合Iii　美穂

組高瀬なつみ
組井家みゆき
組坂野下智代子

西　　2

南　1

南　2　の1

南　2　の　2

両　　3

両　　4

両　　5

一

宏

太

史

則

哉

一

昭

一

敏
晃
寅
尚
隆
和
純
秀
良

敷
山
田
林
出
本
山
　
中

谷
岡
庭
小
西
坂
松
東
田

長
員
　
役

員

委
委
　
　
〃
談
〃

議

議
協
協
　
相

委
副
委

宮

登
孝
夫
祐
徳
治
代
昭
芙
久
志
明
祐

茂
政
晴
公
銀
勇
昭
秀
恵
洋
竹
文
公

束
元
渕
下
村
田
山
　
　
本
場
川
下

中
藤
田
山
新
飛
松
東
表
山
棚
石
山

神
社
運
営
委
員
長
　
中
出
　
正
次

こ
の
度
、
町
内
会
の
総
会
に
お
い
て
、

神
社
運
営
委
員
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
、

北
一
組
の
中
出
で
御
座
い
ま
す
。

大
晦
日
か
ら
雪
交
じ
り
の
中
、
平
成
三

十
年
の
新
春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
小
正
月
が
過
ぎ
た
頃
か
ら
雪
が
降
り

始
め
、
三
十
七
年
ぶ
り
の
大
雪
に
な
り
、

今
は
毎
日
雪
と
の
戦
い
で
す
。
本
年
が
氏

子
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や

か
な
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

湯
下
八
幡
神
社
の
祭
事
は
、
年
六
回
執

り
行
わ
れ
ま
す
。
神
社
は
昔
か
ら
身
近
に

あ
り
な
が
ら
、
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
分

か
ら
な
い
事
柄
が
多
い
も
の
、
氏
神
は
私

た
ち
と
地
域
を
見
守
っ
て
く
れ
る
身
近
な

守
護
神
で
あ
り
ま
す
。
町
に
と
っ
て
何
よ

り
大
切
な
氏
神
を
、
何
百
年
と
こ
の
地
の

先
祖
が
守
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
世
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
し
、
こ

の
一
年
間
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
。

氏
子
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
民
館
館
長
　
岡
山
　
晃
宏

今
年
は
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
の
豪

雪
で
、
学
校
や
職
場
が
休
み
に
な
り
、
除

雪
に
追
わ
れ
生
活
に
も
影
響
が
で
る
な
ど
、

自
然
の
脅
威
を
感
じ
る
一
年
の
始
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
、
各
種
団
体
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
公
民
館
活
動
に

T
L
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

公
民
館
活
動
の
最
大
の
目
的
は
、
町
内

の
活
性
化
、
人
と
人
の
繋
が
り
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
顔
を

合
わ
す
機
会
は
中
々
無
い
も
の
で
す
。
ま

た
同
世
代
の
寄
り
合
い
は
あ
っ
て
も
、
世

代
を
越
え
て
話
を
す
る
機
会
も
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
公
民
館
行
事
を
通
し
て
、
人

と
人
の
交
流
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
大
行
事
と
い
わ
れ
る
町
民
大

運
動
会
、
秋
祭
り
仮
装
輪
踊
り
、
公
民
館

ま
つ
り
は
、
何
十
年
も
続
く
下
粟
津
町
の

伝
統
行
事
で
す
。
こ
の
伝
統
行
事
を
今
後

も
絶
や
す
こ
と
な
く
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
そ
し
て
何
よ
り
老
若
男
女
問
わ
ず

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
楽
し
ん

で
頂
け
る
よ
う
に
、
役
員
一
丸
と
な
っ
て

盛
り
上
げ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
民
館
行
事
が

皆
様
に
と
っ
て
良
い
思
い
出
に
な
れ
る
よ

う
祈
念
致
し
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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島
崎
　
千
恵
子
の
四
四
－
二
六
五
〇

畑
中
　
修
敏
の
四
三
－
一
八
九
八

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
好
き
な
社
会
人
の
集
ま

り
で
す
。
今
は
男
性
ば
か
り
で
す
が
、
女
性

で
も
参
加
で
き
ま
す
　
（
こ
れ
ま
で
は
・

ゼ
ロ
　
残
念
－
・
）
。
十
八
歳
以
上
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ず
い
ぶ

ん
年
齢
に
幅
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
楽
し

く
参
加
で
き
る
の
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力

で
す
ね
。
4
月
か
ら
南
部
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
で
試
合
を
行
い
ま
す
。
日
曜
日
の
早
朝
で

す
が
、
一
目
有
効
に
活
動
で
き
ま
す
よ
。

昨
年
は
1
部
リ
ー
グ
で
敢
闘
賞
を
い
た
だ

き
、
第
4
位
。
優
勝
チ
ー
ム
と
引
き
分
け
る

な
ど
力
も
十
分
付
き
ま
し
た
。
今
年
の
目
標

は
・
・
・
や
は
り
優
勝
で
す
ね
。
そ
の
た
め

に
、
土
曜
日
記
時
か
ら
練
習
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

深
田
　
美
智
子
の
四
四
－
四
二
六
〇

【
練
習
日
】
毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
年
後
七
時
～

【
場
　
所
】
下
乗
津
会
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

私
達
墨
心
会
下
粟
津
教
室
は
、
福
田
樹
峰

先
生
に
こ
れ
ま
で
十
五
年
間
、
師
事
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
書
道
以
外
で
も

人
生
訓
な
ど
色
々
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

が
日
々
の
糧
と
な
り
、
感
謝
の
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

本
年
度
か
ら
、
先
生
の
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
、
先
生
に
紹
介
し
て
頂
い
た
、
中
田
美

恵
子
先
生
が
T
L
指
導
し
て
下
さ
る
事
と
な
り
、

会
員
一
同
安
堵
の
思
い
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

日
々
の
忙
し
さ
か
ら
離
れ
、
墨
の
香
り
の

中
、
心
静
か
に
筆
を
持
つ
わ
ず
か
な
時
間
を

大
切
に
し
、
月
二
回
の
練
習
に
励
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

毎
回
普
段
必
要
と
さ
れ
る
住
所
氏
名
の
練

習
を
始
め
、
百
人
一
首
か
ら
の
仮
名
文
字
を

教
え
て
頂
く
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
一
度
教
室
へ
見
に
来
て
下
さ

い。
ま
た
、
四
月
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ル
フ

レ
」
　
に
て
会
員
一
同
の
作
品
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
練
習
日
】
第
一
・
三
金
曜
日

【
場
　
所
】
福
祉
会
館
　
由
広
間

素
敵
な
年
賀
状
が
書
き
た
い
。
名
前
の
記

帳
を
綺
麗
に
し
た
い
と
始
め
た
圭
芦
。

練
習
日
に
し
か
持
た
な
い
筆
に
も
少
し
ず

つ
慣
れ
、
公
民
館
ま
つ
り
の
出
品
作
品
作
り

も
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
街

で
見
か
け
る
、
色
々
な
も
の
へ
の
関
心
も
広

が
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
楽
し
く
、
和
や
か
な
一
時
で
す
。

一
町
内
の
チ
ー
ム
に
敗
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら

に
も
な
ん
と
か
勝
利
し
て
雪
辱
を
果
た
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
が
高
く
、
仕
事
、

学
校
行
事
、
町
内
会
行
事
、
さ
ら
に
は
怪
我

や
体
調
不
良
か
ら
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
出

場
で
き
る
選
手
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
、
出
場
で
き

る
日
に
来
て
く
れ
る
方
、
関
心
の
あ
る
方
、

見
学
し
た
い
方
は
T
L
連
絡
下
さ
い
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
朝
か
ら
始
ま
る
日
曜
日
は
、
有
意

義
な
一
目
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
連

絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

野
口
一
宮
の
四
四
－
三
三
五
三

私
た
ち
は
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
、

日
曜
日
の
早
朝
に
念
仏
林
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
年
間
十
一
試
合
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
の
成
績
は
六
勝
五
敗
で
、
前
年
二
位
か
ら

順
位
を
下
げ
六
位
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
若
手
の
加
入
に
よ
り
、
ベ
テ

ラ
ン
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く
、
今
年
は

再
び
上
位
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
併
せ
て
、
昨
年
は
シ
ー
ズ
ン
初
戦
で
同

向
坂
千
恵
子
の
四
四
－
三
一
一
四

桃
山
会
で
す
。

若
い
方
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、
幅
広
い
年

齢
層
の
メ
ン
バ
ー
が
、
毎
週
楽
し
み
な
が
ら

も
真
剣
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

先
生
は
、
こ
の
二
月
で
八
十
九
歳
に
な
ら

れ
ま
し
た
が
、
私
が
習
い
始
め
た
頃
と
全
く

変
わ
ら
ぬ
、
素
晴
ら
し
い
声
で
、
私
達
を
指

導
し
て
下
さ
い
ま
す
。

色
々
な
大
会
の
最
後
に
、
先
生
方
の
吟
が

あ
る
の
で
す
が
、
い
つ
で
も
か
く
し
ゃ
く
と

し
た
姿
で
、
舞
台
に
登
場
す
る
先
生
の
姿
を

拝
見
し
、
一
匹
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
出
来
る
だ
け
長
く
、
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
う
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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原
田
　
静
江
の
四
三
－
二
〇
六
一

「
麗
姿
ク
ラ
ブ
」
発
足
か
ら
は
や
十
数
年
、

み
ん
な
で
　
「
健
康
の
た
め
に
」
　
と
楽
し
く
、

週
一
回
で
す
が
、
和
気
あ
い
あ
い
に
稽
古
に

汗
を
流
し
、
小
松
市
民
体
育
大
会
の
太
極
拳

競
技
や
、
ど
ん
ど
ん
祭
り
に
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
石
川
県
武
術
太
極
拳
二
五
周
年

記
念
交
流
発
表
会
が
あ
り
、
県
内
各
地
の
太

極
拳
愛
好
者
が
多
数
集
い
、
県
立
音
楽
堂
の

大
舞
台
で
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ

ブ
独
自
の
カ
ラ
フ
ル
な
表
演
服
で
、
華
麗
な

素
晴
ら
し
い
演
舞
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で

き
大
変
感
動
し
、
良
き
思
い
出
に
な
り
ま
し

た。
我
々
会
員
も
、
加
齢
と
と
も
に
少
し
ず
つ

運
動
量
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
太
極
拳
で
鍛

え
た
せ
い
か
、
誰
も
が
身
体
の
動
き
も
軽
く
、

つ
ま
づ
き
ゃ
捻
挫
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
無
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
過
て
」

せ
る
よ
う
稽
古

一
二
時
ま
で
、
福
祉
会
館
で
し
て
い
ま
す
。
太

極
拳
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
、
初
め
て
の
方
、

大
歓
迎
で
す
の
で
、
是
非
一
度
練
習
風
景
を

見
に
来
て
下
さ
い
。
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ます。

木
戸
口
　
都
㊧
四
四
－
三
九
八
五

●
大
　
人

【
練
習
日
】
毎
週
木
曜
日
　
午
前
九
時
葦
～
十
時
撃

【
場
　
所
】
下
粟
津
会
館

の
あ
る
方
、
ど
な
た
で
も
一
度
参
加
し
て
み

て
下
さ
い
。
作
法
が
分
か
ら
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
。
先
輩
の
方
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た

し
ま
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
子
　
供

【
練
習
日
】
毎
週
土
曜
日
　
午
前
九
時
～
十
時

【
場
　
所
】
南
部
公
民
館

松
本
　
敏
春
の
四
三
－
二
七
八
一

町
内
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
大
変
お
世
話

に
な
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
メ
ン
バ
ー
一
同
、
初
心
を
忘
れ
ず

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
、
ま
た
和
太
鼓
の
素

晴
ら
し
さ
を
皆
様
方
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
毎
週
火
曜
日
、
十
九
時
か
ら
二
十
一
時
に
、

下
粟
津
会
館
に
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
興

●
蓄
　
隼

【
練
習
日
】
毎
週
土
曜
日
　
年
前
十
聴
～
十
一
時

【
場
　
所
】
南
部
公
民
館

今
年
の
大
雪
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
行

か
れ
ず
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

秋
祭
り
、
公
民
館
ま
つ
り
に
、
楽
し
く
参

加
し
た
い
と
、
メ
ン
バ
ー
は
意
欲
的
で
す
。

一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。

世
川
　
久
美
子
の
四
四
－
百
二
一
三

民
謡
好
き
な
仲
間
が
増
え
、
三
味
線
や
歌

の
練
習
に
力
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
覚
え
た

曲
数
も
増
し
、
復
習
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ます。今
年
は
、
一
歩
前
進
で
き
る
よ
う
に
頑
張

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

練
習
は
、
毎

週
月
曜
日
の
午

後
一
時
半
よ
り

味
の
あ
る
方
は
是
非

一
度
見
に
来
て
下
さ

い
。
参
加
も
出
来
ま

す。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
　
み
ど
り
の
四
四
－
三
一
一
六

こ
ん
に
ち
は
、
下
粟
津
お
茶
の
会
で
す
。

私
達
は
、
公
民
館
ま
つ
り
の
お
茶
会
と
新

年
の
お
茶
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
昨
今
は
高
齢
化
の
波
が
ど
こ
に
で
も
押
し

寄
せ
て
い
ま
す
ね
。
是
非
お
若
い
方
の
入
会

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
茶
道
や
着
物
に
興
味
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立
志
…
元
服
に
ち
な
ん
で
数
え
年
の
十
五

歳
を
祝
う
行
事
。
参
加
者
は
、
将
来
の
決

憲
や
目
標
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

お
と
な
に
な
る
自
覚
を
深
め
る
。

一
月
十
八
日
（
日
）
、
市
立
南
部
公
民
館
に
て
、
第
二

回
矢
田
野
校
下
立
志
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
下
粟
津
か
ら
は
釦
名
の
中
学
二
年
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
来
賓
の
方
々
よ
り

暖
か
い
は
な
む
け
の
言
葉
を
頂
き
、
代
表
と
し
て
下
粟
津
町
か
ら
、
西
一
－
一
組
の
塚
　
美
友
さ
ん

に
記
念
品
贈
呈
、
乗
組
の
松
山
航
太
朗
さ
ん
に
よ
る
誓
い
の
言
葉
と
続
き
、
記
念
講
演
と
し
て
、
本

田
農
園
の
経
営
者
で
あ
り
、
J
A
小
松
市
春
ト
マ
ト
部
会
長
で
も
あ
る
本
田
雅
弘
氏
の
「
農
業
の

未
来
を
魅
せ
る
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
学
時
代
、
食
に
関
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
、
故
郷
に
帰
り
、
ゼ
ロ
か
ら
ト
マ
ト
の
栽

培
を
始
め
、
様
々
な
苦
難
を
経
て
、
や
が
て
全
国
の
料
理
店
か
ら
引
き
合
い
が
来
て
、
テ
レ
ビ
番
組

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
程
に
な
っ
た
経
緯
を
、
映
像
を
交
え
な
が
ら
語
り
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
、
精
一
杯
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
言
葉
を
頂
き
、

松
山
航
太
朗

塚
　
美
友

清
水
　
悠
生

喜
多
　
隼
斗

上
田
　
悠
斗

安
地
　
拓
海

東
　
宙
生

北
口
　
直
樹

林
　
将
光

湯
谷
　
麻
緒

湯
谷
　
里
緒

岸
本
　
七
海

亀
田
　
京
花

田
中
　
春
奈

水
島
く
る
み

綱
川
　
海
音

前
野
　
　
環

道
券
　
香
音

谷
敷
日
向
子

野
村
　
千
幸

（二十名）

ル
大
会
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二
月
二
十
四
日
（
土
）
午
前
九
時
よ
り
下
粟
津
会
館
に
て
、
子
供
会
主

の
お
楽
し
み
会
＆
六
年
生
を
送
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
会
メ
ン
バ
ー
六
十
一
名
が
参
加
し
、
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
、
綱
引
き
、

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
様
々
な
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

公
民
館
主
寧

離
任
に
あ
た
っ
て

公
民
館
主
事
　
河
嶋
　
博
之

そ
の
後
引
き
続
き
六
年
生
を
送
る

で
、
六
年
生
一
人
ひ
と
り
に
よ
る

拶
と
、
中
学
へ
入
っ
て
か
ら
の
抱

と
将
来
の
夢
を
述
べ
た
後
、
在
校

の
皆
さ
ん
で
作
っ
た
花
道
か
ら
送

出
し
て
い
き
ま
し
た
。

下
乗
津
子
供
会
6
年
生

本
年
度
、
公
民
館
主
事
と
し
て
活
動
さ
せ

て
頂
き
ま
す
中
組
の
河
嶋
で
す
。
皆
様
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
は
執
行
部
の
下
、
公
民
館
行
事
の
運

営
に
携
わ
る
事
が
出
来
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
の
経
験
を
活
か
し
、
継
続
す

べ
き
事
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
、

見
直
す
べ
き
だ
と
感
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
々
、
公
民
館
執
行
部
の
役
割
は
大
き
く

分
け
て
二
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
町
民
の
皆
様
が
行
事
に
参
加
し
や

す
く
、
そ
し
て
楽
し
め
る
、
そ
う
い
っ
た
内
容

の
も
の
を
企
画
し
、
運
営
し
て
い
く
事
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
町
民
の
皆
様
か

ら
も
、
「
こ
ん
な
事
し
た
ら
、
ど
う
や
？
」
と

い
う
意
見
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
か
ら
公
民
館
活
動
の
運

営
に
携
わ
る
年
代
が
、
活
動
し
や
す
い
様
な

基
盤
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
我
々
の
役
目
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
「
今
年
一
年
、
面
白
か
っ
た
な
ぁ
、

良
か
っ
た
な
ぁ
」
と
思
え
る
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
く
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
ご
指
導
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

か
け
て
、
神
社
前
に

初
詣
に
訪
れ
た
方
々

約
1
5
0
食
の
せ
ん
ざ

い
を
振
舞
い
ま
し
た
。

大
晦
日
か
ら
元
旦
に

1
月
1
4
日
（
日
）

及
び
2
月
日
日
（
目
）
に
、
壮
年

会
に
よ
る
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
特
に
J
P
C
Z
　
（
日
本
海
寒
帯
気
団
収

束
帯
）
　
が
原
因
の
、
1
9
8
0
年
～
1
9
8
1
年

の
五
六
豪
雪
と
比
べ
ら
れ
る
ほ
ど
の
ド
カ
雪
で
あ

〇
、
我
が
町
も
ま

と
も
に
そ
の
直
撃

を
食
ら
い
ま
し
た
。

町
内
の
一
人
暮

ら
し
老
人
宅
の
前

を
中
心
に
除
雪
す

る
の
で
す
が
、
メ

ン
バ
ー
の
行
く

先
々
で
ス
タ
ッ
ク

し
た
車
と
次
々
と

遭
遇
し
、
救
助
す

る
と
い
う
事
態
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。


